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太陽電池用ガラスの製造設備を増強 
  

旭硝子株式会社 
 

旭硝子株式会社（本社：東京、社長：門松正宏）は、今般、太陽電池用ガラスの製造設備を増強

することを決定しました。当社子会社の旭硝子特殊玻璃（蘇州）有限公司（本社：中国江蘇省蘇州

市）において、太陽電池用カバーガラスの製造窯（生産能力：２４０トン／日。７００万㎡／年）

及びＡＲコーティングラインを新設するとともに、愛知工場（愛知県知多郡武豊町）において、Ｔ

ＣＯコーティングライン（生産能力：６００万㎡／年）を増設します。 

なお、今回の総投資額は約１３０億円で、カバーガラス製造設備は２００９年第２四半期、ＴＣ

Ｏコーティングラインは２００８年第４四半期に、それぞれ量産開始の予定です。 

 

近年、太陽光発電は、地球環境やエネルギー問題を背景に、グローバル全体で市場が拡大してお

り、２００７年には２００４年比で約３倍の３．４～３．５ギガワットになったと推定され、今後

も年率４０％の急成長が予想されます。現在の太陽電池市場は、結晶シリコンタイプが主流となっ

ていますが、原料であるシリコンの需給が逼迫していることから、太陽電池メーカー各社において

は、ガラスなどにシリコンを製膜する薄膜タイプの太陽電池など様々な製品の開発・事業化に取り

組んでいます。 

太陽電池用ガラスについては、主に結晶シリコンタイプ向けには、シリコンを保護するカバーガ

ラスとして、太陽光の反射を低く抑えるため表面に凹凸をつけた型板ガラスが使用されるとともに、

薄膜タイプ向けには、表面に透明導電膜（ＴＣＯ）をコーティングしたガラスが使用され始めてい

ます。今後は、いずれのガラスについても需要の伸長が見込まれるものの、一般の建築用ガラスよ

りも高い透過率が必要になることに加え、発電効率を向上させることができる高機能・高品質な製

品が求められている状況です。 

  

当社では、太陽電池用カバーガラスについて、既に米国、ベルギー、フィリピンの各生産拠点で

製造していますが、特に市場の急拡大が見込まれる中国において、製造窯及び太陽光の反射を低く

抑えるためのＡＲコーティングラインを新設します。加えて、お客様へのサービス向上のため、ベ

ルギーにおいて加工設備（面取り・強化）を増強中であり、これらの施策により、グローバルなネ

ットワークの確立、並びに高付加価値化による差別化を図ります。 

また、ＴＣＯガラスについては、既に米国、タイでガラス基板を製造し、米国、愛知工場でコー

ティングしていますが、愛知工場でコーティングラインを増設し、生産能力を大幅に増加させると

ともに、ベルギーにおいてもコーティングラインを稼働させます。 

 

当社は、２００２年にグローバルカンパニー制に移行後、板ガラスカンパニーでは、ベルギーに

本社を置き、その下に日本・アジア本部、欧州本部、北米本部を設置し、事業を運営しています。

太陽電池用ガラスについては、グローバル全体で市場が拡大しており、従来の板ガラスに比べ、市



場の成長や技術革新のスピードが速くかつ競争が激しいことから、今般、ベルギー本社直轄の組織

としてソーラー事業本部を設置し、グローバルな開発・製造・販売体制を確立することとしました。

これにより、タイムリーな生産能力増強に加え、太陽光エネルギーから電気エネルギーへの変換効

率向上に貢献できる革新的なガラスの技術開発をスピーディに進めることができます。 

 

当社は、２００８年から３年間の中期経営計画 “JIKKO-2010” において、太陽電池用ガラス

分野での積極的な事業展開を図り、同事業を２００７年度の売上高約１２０億円から、将来的には

２０１０年度に売上高６００億円まで拡大することを目指します。 

 

以上 

 

 

◎本件に関するお問合わせ先：旭硝子㈱広報・ＩＲ室長  川上 真一 

（担当：斎藤 TEL:03-3218-5509、Email:info-pr@agc.co.jp） 

 

 

 

＜ご参考＞ 

 

１．板ガラスカンパニーの組織 

 

                 日本・アジア本部 

 

                 欧州本部 

板ガラスカンパニー     

北米本部 

 

                 ソーラー事業本部＜新設＞ 

 

２．当社の太陽電池用ガラス生産拠点（新増設後） 

（１）カバーガラス 
日本・アジア ～ ＡＧＣフラットガラス・フィリピン、旭硝子特殊玻璃（蘇州）有限公司 

   欧 州    ～ ＡＧＣフラットガラス・ヨーロッパ 
   北 米    ～ ＡＧＣフラットガラス・ノースアメリカ 
（２）ＴＣＯガラス 

   日本・アジア ～ ＡＧＣフラットガラス・タイランド＜基板＞、愛知工場＜製膜＞ 

   欧 州    ～ ＡＧＣフラットガラス・ヨーロッパ＜製膜＞ 
   北 米    ～ ＡＧＣフラットガラス・ノースアメリカ＜基板・製膜＞ 
 



３．旭硝子特殊玻璃（蘇州）有限公司 

（１）所 在 地  中国江蘇省蘇州市 
（２）代 表 者  董事長 式井慶多 
（３）設立年月  ２００４年４月 
（４）資 本 金    ４０百万ＵＳドル 
（５）出資比率  旭硝子㈱１００％ 
（６）事業内容  自動車用ガラス素板の製造・販売 
（７）従業員数  ８４２名（２００７年１２月末時点） 
 

４．愛知工場の概要 

（１）所 在 地  愛知県知多郡武豊町字旭１ 

（２）代 表 者  工場長 川口恒生 

（３）生産品目  自動車用ガラス 

（４）敷地面積  約６０万㎡ 

（５）従業員数  ９９７名（２００７年１２月末時点） 

 

５．太陽電池の構造図（概略） 
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